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構築を目指して，「社会的行動領域としての経営」の概念化を求めてきており  2) ，ライトマイヤー
は，ブルジュー（Bourdieu, P.）の場の概念と調整論的アプローチにしたがって，「経営の社会空
間分析」の可能性を論じている  3) 。また，ウールとブルーマは，工業の本体を歴史的に再構築を
するためにフーコー（Foucault, M.）の統治性の概念にしたがって，工業・労働者史の展開を提
































































史家のゲックは1950年代に，ローゼンシュトック 9) やヘルパッハ 10) の著作は根本的に社会改革，
とりわけ経営の社会改革への努力によって支えられたものであり，その限りにおいて純粋社会科













































































的に重要であるとした  22) 。 
 　経営の「生活圏的理解」は1920年代末には流行となっていた。しかるに，この時期に労働組



































したところではこの経営内部的手段によってせき止められるとは考えられない  27) 。対するシュベ
















強調した  30) 。ヴィンシューも，《労働協約と労働組合による経営共同体形態への過度の影響》に




















る手段では未だない  35) 。全体経済的団結というまさに労働組合を支える原則―《経営愛国心》
（Betriebspatriotismus）と取り違えられてはならない，労働仲間の友愛―は，その敵対者の個人




な違いが生まれる  37) 。 
 　国家社会主義的共同体思考は，古典的階級闘争の思想を，そしてまた自由主義的・多元論的な


















































ばしば活発な呼吸を感じる秘密の諸力，その活動が始まるのである」 47) と。 
 　もっとも，掛け算に鑑みて計算鉛筆がなぜ役立たないかは，ルクスもいうように「アルンホル
トの秘密」 48) のままである。 
 Ⅳ　共同体的経営概念の持続：戦後～高度成長期 
 　第二次世界大戦後の再建の根本的特徴は，経営レベルにおける協力的協働であった。大部分の







よびアイデンティティーにとって重要となった  50) 。このような構想は両大戦間期の共同体思考の
特徴を引き継いだものであった。経営共同体思考の伝統を国家社会主義的背景からの開放下でな
お綴り続ける試みは，アメリカ的マネジメント手法と両大戦間期におけるいくばくかの展開との




























されることに通じる新しい型の人事管理によって強められた  54) 。カステルはこの関連において，
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て攻撃され，また破壊されねばならないと信じられた  58) 。しかし，IGメタルのマトフェファー
（Matthöfer, H.）によって強行されたように労働組合の内部でも，経営に関連づけられた労働の
新しい形態を構築する試みも現れた。ここにおいて1960年代中頃に，経営は「組合活動の本来





体化につながった  60) 。イタリアで理論的に展開された労働者の自律（autonomia）の思想は，崩
壊するSDS（社会主義ドイツ学生同盟）の一分子が，経営労働の新しい形態を正当化する，すな
わち，逆説的にも経営が自分達の全生活を支配することに若い労働者が抵抗し始めた時期に起








ではなかったが  62) 。
 　そして，1970年代以来の労使関係の変化はまた労働組合に新しい要求を突きつけ，一方で労
働世界の部分的な「脱経営化」を，他方で社会的・政治的コンフリクトの地点としての経営の新
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